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兵庫県解体工事業協会

(公)全国解体工事業団体連合会会員
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肇兵庫県主催の「防災訓1練」が平成 28年 11月 13日実施されました。協会も初参カロしました。

= 
南海卜うフ巨大樅震|「 よる注涛|「 僣ラ_県は 兵塵県館 B臨海書Bの 1馬 市囲と初の「イキ黒一撻: 南海 トラフ巨大地震による津波に備え、県は、兵庫県南部臨海部の 15市町と初の「住民一斉

震避難ヨli練Jを実施しました。AM9:○ ○に「最大震度6強を観漫」」、防災行政無線などで地震

:発生を知らせるヨ|1練放送が流されるとともに、15市町の住民に緊急速報メールを送信、その後

:大津波警報が発令された旨が送信され、避難訓練が開始された。各市町で|ま一斉に高台等への

:避難が実施されました。区域内の住民は約 26万人でしたが、実際に避難訓練した住民は、約 3

=万
人であつたと報道されております。

= 2c―
の後、避難所の開設といつた住民参加型∃1朧や防潮門扉の閉鎖さらに|よ、消防、警察、自

)・

:衛隊などによる、倒壊した建物から被災者を救出したり、洋上に漂流する被災者を海上保安庁

:が船舶やヘリコプターを使つて救出したりする副|1練が実施されました。そのほか、今回初めて

:情報収集に(ド ローン)を活用し、上空から被災現場を撮討して地歯を作成する訓練も行われ獣

著した。

: 神戸市では、中央区の新港第 2突堤に関係機関の約 300人が集まり、市民約 700人が訓

:練を見守りました。

: 訓練後、井戸敏三知事|ま「これだけの大規模な取り組みは初めてで、いざというときにどこ

:に逃げるか、自分の命を守るためにどういう行動を起こすかということを考えるきつかけにし

=て
ほしい。」と話しておりました。さらに矢□事|ま、「実際に避難した人|ま 3万人のかなりの数だ

04

鷲が、対象者 26万人からするとかなり少ない。311練の規模や方法も禽め
~C‐

十分検証 し、今後の

事ヨ|1練の積み重ねに生かしたい。」と語つていました。
ま このように今回の副il練 は、住民の避難討|1練が中患であつたため、協会が参画する分野が少な

:かつたが、来年度以降については、積極的に参画する事としております。会員の皆様方もヨ!1練 に

=積
極的にご参加いただきますようお願い申し上げます。
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指揮を執る久元神戸市長(中央)

道路通行樟害 の車の撤去訓練

ドローンか らの映像

訓練会場の全景

倒壊建物か らの救出訓練

洋上漂流者の救出尋1練


